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Poco a poco …     

             ２０２４ 選手権組み合わせ決定‼  

選手権ではこのnew styleでチャレンジする‼ 

選手権組み合わせ決定、三年連続二次トーナメント進出を目指す‼ 

この夏、更に実力アップし“K’s Football style”を進化させる‼ 
7 月に入り東京では猛烈に暑い日が続いています。4日には都内で今年初めての猛暑日となり八

王子市ではフェーン現象の影響で今年最高気温を観測しました（静岡市では 40℃を観測）。体温

より気温が高いのですから身体も悲鳴を上げます。先日行わ

れた五回目の「食育セミナー」では管理栄養士の佐藤さんか

ら、『夏バテしない食事（サッカーに必要な食事の基礎知

識）について、暑熱対策（水分の取り方）』など、夏のトレ

ーニングを乗り越えるために大切なことをレクチャーしてい

ただきました。選手権一次トーナメントを勝ち上がるために

は、暑い夏のトレーニングとＴＲＭは避けて通れません。そ

れを乗り越えるためには『食事』は重要項目であることは間

違いありません。保護者のご協力は必要不可欠です。     ＜年四回行われる栄養講習会＞  

このように 片倉高校サッカー部では、OFF the pitch も含めてトータルでサッカーを考えて指導

しています。今年の夏も昨年以上に暑くなると言われています。しっかり鍛えて・ガッツリ走っ

て・たくさん食べて、選手権予選に臨みたいと思います。 

第 10３回 全国高校サッカー選手権予選の組み合わせ決定‼ 

６月 28 日(金)、選手権一次トーナメント組み合わせ抽選会が行われまし

た。この一次トーナメントでは、Ｔ１とＴ２所属チーム、先のインターハイ

二次トーナメント進出校は予選免除となります。残りの参加校２７９チーム

を３５ブロックに分け、各ブロックを勝ち上がったチームが 10 月からの二次

トーナメントに進出します。一昨年、10 年ぶりに二次トーナメントに進出

し、昨年は東京都大会で初のベスト 8 に進出することができました。高校サッ

カー少年たちにとっては、二次トーナメントは特別な場所であり、そこに出

場することを目標に日々厳しいトレーニングを行っています。今大会では片

倉高校サッカー部は三年連続進出を狙っています。先の関東・インターハイ

の都大会での悔しい想いを忘れずに選手権では昨年の結果を越えられるよ

うに頑張りたいと思います。                    ＜選手権組み合わせ＞ 

51 期生にとってはいよいよ最後の夏、高校サッカー選手権予選を迎え、組み合わせも決まりま

した（３２ブロックです）。右上の組み合わせ表を見ると、今回シード校ながら逆にもシード校（中

大杉並高校）が入りましたが現在の位置は地区トップリーグに所属する片倉高校に他チームが挑

むという構図です。最後までチャレンジャー精神を忘れずに気を引き締めて臨みたいと思います。 



J１リーグの舞台裏の世界に触れ、貴重な体験を得る‼  

7 月６日(土)、『天空の城 GION 野津田スタジアム』行われた J１ 

リーグ公式戦の『町田ゼルビア VS 名古屋グランパスエイト』の試合のお

手伝いを今回も広報の岡田氏から依頼されました。仕事内容はボールパ

ーソンと担架要員です。一昨年からお手伝いするようになって今回で五

回目ですが、今年度から J１に昇格したこともありピッチから見る風景

はバージョンアップしたように思えます。             ＜片倉高校が映し出された＞ 

また、現在、J１リーグトップを走るゼルビアのゲームということもあり、注目度も高くミスは 

許されないという緊張感もありました(特にサポーターの前ですね)。この仕事のメリットは、J

リーグの舞台裏の仕事に触れるだけではなく目の前でプロ選手のレベルの高いプレーを見ること

ができてとてもいい体験が出来ました。今後の進路選択のひとつになるといいですね。今回も試

合後、担当者の方からもマッチコミッショナーからもお褒めの言葉をいただきました。首位のチ

ーム＝優勝の懸かっているゲームですから正直ホッとしています。 

今回、話をいただいた町田ゼルビアの広報の岡田氏は友人の教え子

です。20 年前は高校生で良く試合をしたものです。彼の仕事の様

子を見ていると社会で揉まれ「立派になったな」と嬉しく感じます

片倉高校サッカー部、貴重な体験をさせていただき感謝です。長い

ことサッカーに関わっていると多くの人と繋がっているなと改めて

感じます。今後もチャンスがあればサッカーに関わる仕事にも積極

的に参加していきたいと思います。⚽本物に触れるインターンシップ⚽                                                                   

今こそ「頑張れ‼」と叱咤激励できる環境を作る‼ 

新型コロナの影響からなのでしょうか？ここ二・三年、都立高校の部活動加入率の減少が顕著

であるという報告されています（言い訳にしたくはありませんが）。本気で高い目標達成を目指す

生徒は私学に流れています。人工芝グランドや照明の施設面やスタッフ（外部指導員）の充実や

学校側のバックアップなど恵まれた環境が整備されたところに人が集まるのは当然のことです。

公立高校がそれに太刀打ちするためには、相当の覚悟と努力が必要です。ここは、アイディアを

出して工夫していくしかありません。 

また、ここ数年の子どもたちは「厳しい・辛い・キツイ」ことに立ち向かえずに避けていく傾

向が顕著に見られます。片倉高校サッカー部でも入部したのにも関わらず、トレーニングに付い

てこれなくて辞めていくものがいます（スポーツ推薦を受けたものが平気で辞めるのですからこ

れには困っています）。当たり前のことですが、強度の高いトレーニングに走り中心のフィジカル

トレーニング、厳しい OFF the pitch の躾けの部分（これは学校の問題ではありませんが…）

は、片倉高校サッカー部の生命線であり、普通の子どもたちが結果を出すためには必要不可欠で

す。まさに、避けて通れない部分であり、そのためには大きな志と覚悟が必要です。 

最近では、「褒めて育てる」ことが頻繁に取り上げられる風潮にありますが、果たしてそうでし

ょうか？「褒める」ことも時には大切でありますが、「ダメなものはダメ」と本気で叱ること、頑

張れない子どもたちに「もっと頑張れよ‼」と心に火を点けるように煽ること、激励の意味を込め

て「男なら歯を食いしばって厳しいことに最後まで立ち向かい乗り越えてみろよ」と言える環境

が片倉高校サッカー部にはあります。サッカー部のウェアを着た時だけがサッカー部員ではあり

ません。常に見られているのです。高校三年間、厳しい環境の中に身を置き、ひとつのことを挑

戦し最後までやり切ったものだけが獲得する自信が、三年後、五年後、十年後そして長い人生を

豊かなものにします。片倉高校サッカー部の三年間で子どもたちは成長し、卒業時に大きな差を

作り上げていくのです。今こそ、「頑張れ‼」と叱咤激励できる環境作りをしていきたいと思います。 


